
 

 
 
 
 
 
 
◆ 「内容のまとまり」の考え方                        
 算数科における「内容のまとまり」は、学習指導要
領の「第２ 各学年の目標及び内容」「２ 内容」に次
のように示されています。 
（例）第３学年 ※一部抜粋 
「Ａ数と計算」⑴ 数の表し方 
「Ａ数と計算」⑵ 加法、減法 
「Ａ数と計算」⑶ 乗法 
「Ａ数と計算」⑷ 除法 

 
◆ 具体的な内容のまとまりごとの評価規準の作成        
①学習指導要領に示された内容のまとまりごとの目標

及び学年の目標の文末を修正し、「内容のまとまりご
との評価規準」を作成します。 

②「内容のまとまりごとの評価規準」のうち、抽象的
で評価規準としてそのまま用いるには適さないもの
をより具体的に示した「具体的な内容のまとまりご
との評価規準」を作成します。 
※「観点ごとのポイント」は、巻末の「学習評価等に関する参考資料のリンク集」に

掲載している「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」小学校
算数（33 ページ）を参照してください。 

【第３学年「Ａ数と計算」⑷「除法」の具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）】 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・包含除や等分除など、
除法の意味について
理解し、それが用いら
れる場合について知
っている。 

・除法が用いられる場
面を式に表したり、式
を読み取ったりする
ことができる。 

・除法と乗法や減法と
の関係について理解
している。 

・除数と商が共に１位
数である除法の計算
が確実にできる。 

・割り切れない場合に
余りを出すことや、余
りは除数より小さい
ことを知っている。 

・簡単な場合について、
除数が１位数で商が
２位数の除法の計算
の仕方を知っている。 

・除法が用いられる場
面の数量の関係を、具
体物や図式を用いて
考えている。 

・除法は乗法の逆算と
捉え、除法の計算の仕
方を考えている。 

・余りのある除法の余
りについて、日常生活
の場面に応じて考え
ている。 

・「日常生活の問題」（単
なる文章題ではない。
情報過多の問題、算数
以外の教科の問題）
を、除法を活用して解
決している。（いろい
ろな単元が終わった
後に日常生活の中か
ら、もしくは他教科等
で、除法を適切に用い
て 問 題 解 決 し て い
る。） 

・簡単な場合について、
除数が１位数で商が
２位数の除法の計算
の仕方を考えている。 

 

・除法が用いられ
る場面の数量の
関係を、具体物
や図などを用い
て考えようとし
ている。 

・除法が用いられ
る場面を身の回
りから見付け、
除法を用いよう
と し て い る 。
（「わり算探し」
など） 

・自分が考えた除
法の計算の仕方
について、具体物
や図と式とを関
連付けて考えよ
うとしている。 

 

 
 
 
 
 
 
◆ 単元の評価規準の作成             
 算数科においては、単元を作成する際、「内容のまと
まり」を、いくつかに分割して単元とする場合やその
まま単元とする場合、いくつかの「内容のまとまり」
を組み合わせて単元とする場合があるので、それぞれ
の場合に留意して単元の評価規準を作成します。 

例示した第３学年「Ａ数と計算」⑷「除法」は、「内
容のまとまり」がいくつかの単元に分かれる場合であ
り、「わり算」、「余りのあるわり算」、「大きな数のわり
算」の三つの単元に分けて学習することが多いため、
「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」に示され
ている内容から、「余りのあるわり算」の内容に合った
評価規準を抜き出し、単元の評価規準を作成します。 
【単元「余りのあるわり算」の評価規準（例）】  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①包含除や等分除など、

除法の意味について
理解し、それが用いら
れる場合について知
っている。 

②除数と商が共に１位
数である除法の計算
が確実にできる。 

③割り切れない場合に
余りを出すことや、余
りは除数より小さい
ことを知っている。 

 

①除法が用いられる場
面の数量の関係を、
具体物や図などを用
いて考えている。 

②余りのある除法の
余りについて、日常
生活の場面に応じ
て考えている。 

①除法が用いられる
場面の数量の関係
を、具体物や図な
どを用いて考えよ
うとしている。 

②除法が用いられる
場面を身の回りか
ら見付け、除法を
用いようとしてい
る。（「わり算探し」
など） 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

算 数 
 算数科においては、数学的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象を数理的に捉え、算数の
問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの
学習活動を充実することが大切です。 

※下線部は、
「内容のまと
まりごとの評
価規準」から
より具体的に
示した箇所 

「単元の評価規準」を基に、「指導と評価の計画」を
作成します（次ページの事例を参照）。「指導と評価の
計画」には、一単位時間ごとのねらいに合わせて、「単
元の評価規準」を割り振っていきます。その際、単元
のまとまりの中で観点別学習状況を適切に評価でき
るよう、次の点に留意します。 
① 単元の評価規準の文言を活用する。 
  単元の評価規準を細分化すると、評価場面の精選

や児童全員の評価が難しい場合があるため、単元の
評価規準の文言をそのまま用いて作成します。 

② 評価場面を精選する。 
  主に「努力を要する」児童の学習状況を確認する

「指導に生かす評価」と、学級全員の児童の学習状
況を確認する「記録に残す評価」を区別します。 

③ 評価方法を工夫する。 
  どのような児童の姿を「おおむね満足できる」と

評価するのか明確にし、児童の活動の様子や話合い
時の発言、ノートの記述内容、回収したワークシー
トやノートなどの分析、ペーパーテストなどから、
観点に適した方法を選択します。 
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◆ 学習評価に関する事例                                      
１ 単元名 

「余りのあるわり算」 
２ 内容のまとまり 
  第３学年「Ａ数と計算」（４）「除法」（全 10 時間） 
３ 単元の目標 
 ⑴ 割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し、それが用いられる場合について知り、その計算が

確実にできる。 
 ⑵ 割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり、割り切れない場合の除法を日常生活に生

かしたりすることができる。 
⑶  割り切れない場合の除法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさ

に気付き生活や学習に活用しようとしている。 
４ 単元の評価規準 

※前ページ【単元「余りのあるわり算」の評価規準（例）】を参照 
 
５ 指導と評価の計画（10 時間）      ※網掛けは、評価したことを記録に残す場面 

時間 ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１・２  余りがある場合でも除法を用いてよいことや、答え

の見つけ方を具体物や図などを用いて考える。 
 

① 

① 

行動観察 
ノートの 
記述内容 

３  余りがある場合の除法の式の表し方や、余りなど用

語の意味を知る。 

 余りと除数の関係を理解する。 

・余りと除数の関係を調べる。 

① 

③ 

行動観察 
ノートの 
記述内容 

４  等分除の場面についても余りがある場合の除法が適

用できるかを考える。 

・等分除の場面で、答えの見つけ方を考える。 

 ① 

行動観察 
ノートの 
記述内容 

５  余りがある場合の除法計算について、答えの確かめ

方を知る。 
②  

行動観察 
ノートの 
記述内容 

６・７  日常生活の場面に当てはめたときに、商と余りをど

のように解釈すればよいかを考える。 

・商に１を加える場合や加えない場合について、それぞ

れ考える。 

 ② ① 
行動観察 
ノートの 
記述内容 

８  学習内容の定着を確認し、理解を確実にする。（章末

問題） 

① 
② 
③ 

  
ノートの 
記述内容 

９  学習内容の定着を確認する。（評価テスト） ① 
② 
③ 

②  
ペーパー 
テスト 

10  学習内容を適用して除法の問題を考えたり、解決し

合ったりする。 
  ② 

ノートの 
記述内容 

 
【POINT】 

「知識・技能」は、単元の学びを通して習熟が図られ生きて働く確かなものとなることや、「思考・判断・
表現」や「主体的に学習に取り組む態度」は、単元の学びを通して豊かになる数学的な見方・考え方ととも
に高まっていくことが考えられるため、単元の後半に記録に残す評価の機会を設定しています。 

【POINT】 
「記録に残す評

価」以外の時間は、
「指導に生かす評
価」として、主にＣ
の児童の学習状況
を確認し、児童が
Ｂに到達するため
の指導を工夫しま
す。 

【POINT】 
「記録に残す評

価」の時間は、無理
なく適切に実施で
きるよう、全ての
時間に行うのでは
なく、単元の中に
意図的・計画的に
位置付けます。 

また、「記録に残
す評価」は、一単位
時間で全ての児童
に対して３観点全
てについて評価の
ための情報を収集
することは難しい
ため、各時間のね
らいにふさわしい
１から２観点に評
価項目を精選しま
す。 
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